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／
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／
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公益財団法人

上から、田谷行平《ばばぬき》1985年　三原捷宏《島の波止場Ⅲ》1987年　木下和《山帰来―とべない貝―２》1987年

■ JR山陽本線「新井口駅」から徒歩約10分
    または、アルパークバスロータリーより「ＬＥＣＴ行き」乗車、
    「商工センター2丁目」下車徒歩1分

■ 広電宮島線「草津南駅」から徒歩約７分

■ 駐車場無料（エクセル本店駐車場をご利用下さい）

P

西広島バイパス

国道2号線（宮島街道）

新井口駅

商工センター入口 広電宮島線 草津南

アルパーク
東棟

アルパーク
北棟

アルパーク
西棟

広島
サンプラザ

エディオン

西警察署

JR山陽本線

コスモ石油

西区
スポーツ
センター

庚午三差路草
津
沼
田
道
路

エクセル本店5階

正面入口

太
田
川

庚午橋

広島高速3号線

旭橋

LECT

〒733 - 0833 広島市西区商工センター2-3-1エクセル本店5階
TEL 082-276 -2600  FAX 082-276 -2612
HP http://www.izumi-museum.jp/

公益財団法人

関連催事

公開座談会「驫会と広島洋画壇40年」　
登壇者／寺本泰輔 （元・呉市立美術館館長、比治山大学名誉教授）、木下和、田谷行平、三原捷宏 
日時／3月20日（金・祝）　10：30～12：00　　会場／泉美術館　 定員／70名

参加無料（要入館券）・予約不要　

「驫（とどろき）会」は、木下和、田谷行平、三原捷宏が1980年代に結成したグループの名称です。「驫」とは、

馬が駆け抜ける様子を意味し、全員が1942年「午（うま）年」の生まれであることに由来します。当時の広島

洋画壇の中核であった武永槇雄、新延輝雄、岡崎勇次ら先輩たちを目標とし、美術団体の枠を超えて、

ともに画業に切磋琢磨していた頃に発足しました。

本展では、驫会結成の前後、3人の30代～50代前半の仕事を起点に、現在に至るまでの作品を展覧します。

画風やモチーフの変遷をたどることで、今の広島画壇をリードする彼らの作品の魅力と活動を顧みる機会

となれば幸いです。

驫会
年の足跡40

T O D O R O K I  K A I

木下　和     田谷行平  　三原捷宏   木下　和     田谷行平  　三原捷宏   
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